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概要
本文が英語の場合は英語で書く。日本語の場合は日本語で可。本文中の記載方法については，LET機関誌に準じますが，必ずしも厳密に守らなくても結構です。
Keywords: 日本語で5つ以内


1.  はじめに
このテンプレートは外国語教育メディア学会（LET）関西支部メソドロジー研究部会報告論集に投稿する論文に使用するものである。

1.1  書式注意点
本文の太字，余白，文字フォント，セクション番号の打ち方，インデントなど，すべての設定をこのテンプレートに従い変更しないこと。特に，別ファイルで用意した原稿を貼付ける場合には，形式が変更されないように注意する。

使用する書体は，原則として和文の場合「明朝体」，英文の場合「Times (New Roman)」とする。文字の大きさは和文の場合10.5ポイント，英文の場合12ポイントとし，1ページの行数を35行とする。和文の場合は1行40字とする。
日本語の句読点は，「，」と「。」にする。英数字には半角を使用し，全角は原則として使用しない。ページ番号は入れない。

1.2  セクション番号の付け方

一番大きなレベルの見出しのあとにはピリオドを入れる（例：1.  はじめに）。次のレベル以下の見出しのあとにはピリオドは入れない（例：1.3  セクション番号の付け方）。レベルは原則として3つまでとする（例：1.3.1）。それぞれの数字のあとには半角2文字分（全角1文字分）のスペースを入れる。レベルの太字の有無，フォントサイズなどは，このテンプレートに従うこと。次の見出しを作る場合は，1行スペースを空ける。図や表がセクションの最後に入った場合は，2行スペースを空ける。

2.  その他のガイドライン
2.1  引用方法
本文中での引用方法はAPAに基づく。和文の場合は前後の括弧を全角（）で記載する。英文の場合はすべて半角括弧 () となる。これは和文中引用の一例（Cohen, 1988; 磯田, 2004, p. 48; 山本, 2002, p. 143）。括弧内はアルファベット順で記載する。著者が2名以上の場合は，永田・吉田（1997）というように，間を中黒・で区切る。

2.2  表
表は本文中に入れ，通し番号をつける。表Xで1行取り，次の行に表のタイトルを記述する。表中の文字や数字は小さすぎると，印刷時に見にくくなってしまうため注意する。表の後に次のセクションが続く場合は，2行スペースを入れる。
表1
テストと検定の結果
	テスト
	グループAa 
	グループBa 
	グループCa 
	F
	P

	リスニング
	59.13 (9.76)
	57.21 (7.61)
	53.77 (7.46)
	4.39
	.02

	スピーキング
	64.33 (14.54)
	57.17 (13.61)
	53.61 (19.81)
	4.53
	.01


Note. an = 40; Mean (SD)

2.3  図
図は本文中に入れ，通し番号をつける。キャプションは図の下に付し，図の幅に対して中央寄せにして配置する。英文では Figure 1. の部分だけイタリックにするが，和文ではイタリックにしない。英文（APA）では，図のキャプションはセンテンスを使うため，文末はピリオドを使うが，和文では句読点は用いない。
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図1.  シミュレーションの結果
謝辞

謝辞がある場合は，本文の直後に記載する。
注

1. 注は脚注ではなく，本文と参考文献の間にまとめて記載する。

2. 本文中では「これは注釈の例1」というように右肩上付で注をつけておく。
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・参考文献は本文で引用したもののみを英文・和文ともにアルファベット順で掲載する。

・和文の参考文献では，括弧は半角を用いる。ジャーナルや本の記載は上記を参照のこと。

· 日本語文献の出版社地名は不要。

· ジャーナルのページ数引用はハイフン（-）ではなく，en dashダッシュ（–）を使う。

・APA第6版（2009）ではDOI（Digital Object Identifier）がある場合は報告することを推奨しているため，DOIがわかるものについては記載するが，わからなければ書かなくても構わない。DOIの説明についてはこのサイトを参照（http://www.doi.org/）。


